
(57)【要約】
【解決手段】研磨ワーク保持用孔部を有する研磨ワーク用キャリアーを下定盤と上定盤と
の間にそれぞれ研磨パッドを介して挾持し、前記キャリアーの孔部に研磨ワークを保持し
、前記両定盤及びこれと一体に研磨パッドと前記キャリアーとをそれぞれ回転させると共
に、前記研磨パッドに遊離砥粒を供給して、該研磨パッドにより前記研磨ワークを研磨す
る研磨装置において、前記研磨パッドを表面調整するためのパッド表面調整用砥石であっ
て、ロックウェル硬度（ＨＲＳ）が－５０～－１２０である合成樹脂製弾性砥石からなる
研磨パッド表面調整用砥石。
【効果】本発明の研磨パッド表面調整用砥石を用いることにより、研磨パッドに対する研
磨力が向上し、しかも安定した研磨力を得ることができると共に、研磨ワークの仕上がり
面粗さバラツキが少なく、安定した表面コンディショニング状態を可能にする。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 研 磨 ワ ー ク 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク 用 キ ャ リ ア ー を 下 定 盤 と 上 定 盤 と の 間 に そ れ
ぞ れ 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 挾 持 し 、 前 記 キ ャ リ ア ー の 孔 部 に 研 磨 ワ ー ク を 保 持 し 、 前 記 両 定
盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ ャ リ ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研
磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨 パ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置
に お い て 、 前 記 研 磨 パ ッ ド を 表 面 調 整 す る た め の パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 で あ っ て 、 ロ ッ ク
ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５ ０ ～ － １ ２ ０ で あ る 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ２ 】
　 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 が 、 多 孔 性 の も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石
。
【 請 求 項 ３ 】
　 弾 性 砥 石 が 、 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 又 は ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 砥 石 で
あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弾 性 砥 石 の 嵩 密 度 が ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 研 磨 パ
ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ５ 】
　 弾 性 砥 石 に 、 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 が 分 散 固 定 さ
れ た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ６ 】
　 弾 性 砥 石 が 砥 粒 を 含 ま な い 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥
石 。
【 請 求 項 ７ 】
　 研 磨 ワ ー ク が シ リ コ ン ウ エ ハ ー 、 合 成 石 英 ガ ラ ス 、 水 晶 、 液 晶 ガ ラ ス 、 又 は セ ラ ミ ッ ク
ス で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ８ 】
　 研 磨 パ ッ ド が 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 製 の も の で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
【 請 求 項 ９ 】
　 砥 石 を 保 持 す る 保 持 用 孔 部 を 有 す る 調 整 用 キ ャ リ ア ー を 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 定 盤 上 に 配
設 し 、 前 記 キ ャ リ ア ー の 孔 部 に 砥 石 と し て ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５ ０ ～ － １ ２
０ で あ る 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 を 保 持 さ せ 、 前 記 定 盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ
ャ リ ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨
パ ッ ド 表 面 を 前 記 弾 性 砥 石 で 研 磨 し て 該 パ ッ ド 表 面 を 平 坦 化 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 パ
ッ ド の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 研 磨 パ ッ ド が 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る こ と に よ り 表 面 が 劣 化 し た 研 磨 使 用 後 の も の で あ
る 請 求 項 ９ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 研 磨 パ ッ ド が 、 上 記 研 磨 使 用 後 に 予 め ド レ ッ シ ン グ に よ り 表 面 処 理 さ れ た も の で あ る 請
求 項 １ ０ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ド レ ッ シ ン グ が ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー を 用 い た ド レ ッ シ ン グ で あ る 請 求 項 １ １ 記 載 の
表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 研 磨 パ ッ ド が 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 製 の も の で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ２ の い
ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 遊 離 砥 粒 と し て 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 を 使 用 す る 請
求 項 ９ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 が 、 多 孔 性 の も の で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面
調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 弾 性 砥 石 が 、 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 又 は ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 砥 石 で
あ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 弾 性 砥 石 の 嵩 密 度 が ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ６ の い ず れ か １ 項 記
載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 弾 性 砥 石 が 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 が 分 散 固 定 さ れ た
請 求 項 ９ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 研 磨 ワ ー ク 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク 用 キ ャ リ ア ー を 下 定 盤 と 上 定 盤 と
の 間 に そ れ ぞ れ ポ リ ウ レ タ ン 研 磨 パ ッ ド 等 の 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 挾 持 し 、 前 記 キ ャ リ ア ー
の 孔 部 に 研 磨 ワ ー ク を 保 持 し 、 前 記 両 定 盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ ャ リ ア ー
と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨 パ ッ ド に
よ り 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置 に お い て 、 前 記 研 磨 パ ッ ド 、 特 に 研 磨 ワ ー ク を 研
磨 す る こ と に よ り 表 面 が 劣 化 し た 研 磨 使 用 後 の も の で 、 と り わ け 研 磨 使 用 後 に 予 め ド レ ッ
シ ン グ 、 好 ま し く は ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー を 用 い た ド レ ッ シ ン グ に よ り 表 面 処 理 さ れ た
も の で 研 磨 パ ッ ド の 表 面 を 調 整 す る た め の 砥 石 、 及 び こ の 砥 石 を 用 い た 研 磨 パ ッ ド の 表 面
調 整 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 シ リ コ ン ウ エ ハ ー 、 合 成 石 英 ガ ラ ス 、 水 晶 、 液 晶 ガ ラ ス 、 セ ラ ミ ッ ク ス 等 の
研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置 と し て 、 研 磨 ワ ー ク 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク 用 キ ャ
リ ア ー を 下 定 盤 と 上 定 盤 と の 間 に そ れ ぞ れ ポ リ ウ レ タ ン 製 等 の 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 挾 持 し
、 前 記 キ ャ リ ア ー の 孔 部 に 研 磨 ワ ー ク を 保 持 し 、 前 記 両 定 盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド
と 前 記 キ ャ リ ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て
、 該 研 磨 パ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置 が 用 い ら れ て い る が 、 研 磨 ワ ー
ク を 研 磨 し て い る う ち に 、 研 磨 パ ッ ド 表 面 が 劣 化 し て く る 。 こ の た め 、 こ の よ う に 劣 化 し
た 研 磨 パ ッ ド の 表 面 を 再 研 磨 に 適 し た 表 面 調 整 を 行 う こ と が 行 わ れ て お り 、 こ の 表 面 調 整
方 法 に は 、 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー を 用 い る こ と が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 開 ２ ０
０ ０ － ２ ４ ６ ６ １ ８ 号 公 報 、 特 許 文 献 ２ ： 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ １ ２ ６ ７ 号 公 報 、 特 許 文 献 ３
： 特 許 第 ３ ６ ７ ６ ０ ３ ０ 号 公 報 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ポ リ ッ シ ン グ に 使 用 さ れ る ポ リ ウ レ タ ン 研 磨 パ ッ ド 等 の 研 磨 パ ッ ド の 表 面
を ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー で ド レ ッ シ ン グ す る こ と に よ り 研 磨 パ ッ ド 表 面 が 平 坦 化 さ れ る
も の の 、 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー で の ド レ ッ シ ン グ に よ り 研 磨 パ ッ ド 表 面 が 荒 れ た 状 態 と
な る 。 こ の た め 、 特 許 第 ３ ６ ７ ６ ０ ３ ０ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） で は 、 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ
サ ー で の ド レ ッ シ ン グ 後 に セ ラ ミ ッ ク ド レ ッ サ ー を 用 い て ド レ ッ シ ン グ す る こ と が 提 案 さ
れ て い る が 、 セ ラ ミ ッ ク ド レ ッ サ ー に よ る ド レ ッ シ ン グ に は 、 セ ラ ミ ッ ク ド レ ッ サ ー そ の
も の が 硬 く 、 研 磨 中 に 研 磨 パ ッ ド 内 部 に 存 在 し て い る 気 泡 部 分 を 押 し つ ぶ し て し ま い 、 気
泡 層 が 詰 ま っ た 状 態 と な り 、 研 磨 力 が 低 下 し て し ま う と い う 問 題 が あ り 、 さ ら に そ の 後 に
実 際 の ワ ー ク を 用 い て 再 使 用 調 整 の た め の 表 面 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ４ ６ ６ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ７ １ ２ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ ６ ７ ６ ０ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 特 に 研 磨 に 使 用 し た 後 に ド レ ッ シ ン グ 、 と り
わ け ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー で ド レ ッ シ ン グ し た ポ リ ウ レ タ ン 研 磨 パ ッ ド 等 の 研 磨 パ ッ ド
の 表 面 を 平 坦 化 で き る と 共 に 、 直 ち に 再 研 磨 可 能 に 研 磨 パ ッ ド 表 面 を コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ
す る こ と が で き る 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 及 び こ の 砥 石 を 用 い た 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 鋭 意 検 討 を 行 っ た 結 果 、 ポ リ ウ レ タ ン 研 磨 パ ッ ド
等 の 研 磨 パ ッ ド の 表 面 調 整 を 行 う 砥 石 と し て 、 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５ ０ ～ －
１ ２ ０ で あ る 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 、 特 に 内 部 に 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る 多 孔 性 の 合 成 樹 脂
製 砥 石 、 中 で も ポ リ ウ レ タ ン 又 は ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 砥 石 を 用 い る こ と が 有 効 で あ る
こ と を 知 見 し 、 本 発 明 を な す に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 下 記 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 及 び 研 磨 パ ッ ド の 表 面 調 整 方 法 を 提
供 す る 。
請 求 項 １ ：
　 研 磨 ワ ー ク 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク 用 キ ャ リ ア ー を 下 定 盤 と 上 定 盤 と の 間 に そ れ
ぞ れ 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 挾 持 し 、 前 記 キ ャ リ ア ー の 孔 部 に 研 磨 ワ ー ク を 保 持 し 、 前 記 両 定
盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ ャ リ ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研
磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨 パ ッ ド に よ り 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置
に お い て 、 前 記 研 磨 パ ッ ド を 表 面 調 整 す る た め の パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 で あ っ て 、 ロ ッ ク
ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５ ０ ～ － １ ２ ０ で あ る 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
請 求 項 ２ ：
　 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 が 、 多 孔 性 の も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石
。
請 求 項 ３ ：
　 弾 性 砥 石 が 、 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 又 は ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 砥 石 で
あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
請 求 項 ４ ：
　 弾 性 砥 石 の 嵩 密 度 が ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 研 磨 パ
ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
請 求 項 ５ ：
　 弾 性 砥 石 に 、 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 が 分 散 固 定 さ
れ た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
請 求 項 ６ ：
　 弾 性 砥 石 が 砥 粒 を 含 ま な い 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥
石 。
請 求 項 ７ ：
　 研 磨 ワ ー ク が シ リ コ ン ウ エ ハ ー 、 合 成 石 英 ガ ラ ス 、 水 晶 、 液 晶 ガ ラ ス 、 又 は セ ラ ミ ッ ク
ス で あ る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
請 求 項 ８ ：
　 研 磨 パ ッ ド が 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 製 の も の で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 。
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請 求 項 ９ ：
　 砥 石 を 保 持 す る 保 持 用 孔 部 を 有 す る 調 整 用 キ ャ リ ア ー を 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 定 盤 上 に 配
設 し 、 前 記 キ ャ リ ア ー の 孔 部 に 砥 石 と し て ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５ ０ ～ － １ ２
０ で あ る 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 を 保 持 さ せ 、 前 記 定 盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ
ャ リ ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨
パ ッ ド 表 面 を 前 記 弾 性 砥 石 で 研 磨 し て 該 パ ッ ド 表 面 を 平 坦 化 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 パ
ッ ド の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ０ ：
　 研 磨 パ ッ ド が 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る こ と に よ り 表 面 が 劣 化 し た 研 磨 使 用 後 の も の で あ
る 請 求 項 ９ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ １ ：
　 研 磨 パ ッ ド が 、 上 記 研 磨 使 用 後 に 予 め ド レ ッ シ ン グ に よ り 表 面 処 理 さ れ た も の で あ る 請
求 項 １ ０ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ２ ：
　 ド レ ッ シ ン グ が ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー を 用 い た ド レ ッ シ ン グ で あ る 請 求 項 １ １ 記 載 の
表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ３ ：
　 研 磨 パ ッ ド が 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 製 の も の で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ２ の い
ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ４ ：
　 遊 離 砥 粒 と し て 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 を 使 用 す る 請
求 項 ９ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ５ ：
　 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 が 、 多 孔 性 の も の で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面
調 整 方 法 。
請 求 項 １ ６ ：
　 弾 性 砥 石 が 、 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ウ レ タ ン 又 は ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 砥 石 で
あ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ７ ：
　 弾 性 砥 石 の 嵩 密 度 が ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る 請 求 項 ９ ～ １ ６ の い ず れ か １ 項 記
載 の 表 面 調 整 方 法 。
請 求 項 １ ８ ：
　 弾 性 砥 石 が 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 が 分 散 固 定 さ れ た
請 求 項 ９ ～ １ ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の 表 面 調 整 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 を 用 い る こ と に よ り 、 研 磨 パ ッ ド に 対 す る 研 磨 力 が
向 上 し 、 し か も 安 定 し た 研 磨 力 を 得 る こ と が で き る と 共 に 、 研 磨 パ ッ ド の 仕 上 が り 面 粗 さ
バ ラ ツ キ が 少 な く 、 安 定 し た 表 面 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ 状 態 を 可 能 に す る 。 ま た 、 砥 石 が 弾
性 砥 石 の た め に パ ッ ド 変 形 を 起 こ さ ず 、 一 定 の 切 り 込 み で 良 好 な 仕 上 が り 面 が 得 ら れ る パ
ッ ド コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ を 行 う こ と が で き る 。 更 に 、 砥 粒 を 用 い て 研 磨 パ ッ ド を 表 面 調 整
す る 際 、 該 砥 粒 と し て 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き に 使 用 さ れ る 砥 粒 と 同 質 の 研 磨 剤 を 用 い
れ ば 、 異 物 混 入 の 原 因 と な る こ と も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 は 、 研 磨 ワ ー ク 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク
用 キ ャ リ ア ー を 下 定 盤 と 上 定 盤 と の 間 に そ れ ぞ れ 研 磨 パ ッ ド を 介 し て 挾 持 し 、 前 記 キ ャ リ
ア ー の 孔 部 に 研 磨 ワ ー ク を 保 持 し 、 前 記 両 定 盤 及 び こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド と 前 記 キ ャ リ
ア ー と を そ れ ぞ れ 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 、 該 研 磨 パ ッ
ド に よ り 前 記 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 研 磨 装 置 に お い て 、 前 記 研 磨 パ ッ ド を 表 面 調 整 す る た
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め に 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 、 研 磨 ワ ー ク と し て は 、 シ リ コ ン ウ エ ハ ー 、 合 成 石 英 ガ ラ ス 、 水 晶 、 液 晶 ガ ラ
ス 、 セ ラ ミ ッ ク ス 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 研 磨 パ ッ ド と し て は 、 こ れ ら 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る た め に 従 来 か ら 用 い ら れ
て い る 多 孔 性 の 合 成 樹 脂 製 パ ッ ド が い ず れ も 使 用 し 得 、 好 ま し く は 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す
る ポ リ ウ レ タ ン 製 の も の が 挙 げ ら れ る 。 こ の 場 合 、 ポ リ ウ レ タ ン と し て は 、 軟 質 ポ リ ウ レ
タ ン フ ォ ー ム で も 硬 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム で も よ く 、 ワ ー ク の 種 類 、 研 磨 砥 粒 の 種 類 な
ど に よ り 適 宜 選 定 で き る が 、 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 砥 石 は 、 前 記 研 磨 パ ッ ド の 表 面 調 整 に 用 い る も の で あ り 、 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石
か ら な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 場 合 、 上 記 弾 性 砥 石 と し て は 、 砥 石 内 部 に 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る 多 孔 性 の も の で
熱 硬 化 性 樹 脂 製 、 特 に 内 部 に 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 又 は ポ リ ウ レ
タ ン 製 の も の が 好 適 に 用 い ら れ る 。 熱 硬 化 性 樹 脂 と し て は 、 例 え ば ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル
樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 系 樹 脂 、 尿 素 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 メ タ ク リ ル 系 樹
脂 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 な ど が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら
の １ 種 を 単 独 で 又 は ２ 種 以 上 を 併 用 し て 用 い る こ と が で き る が 、 得 ら れ る 砥 石 の 硬 度 、 消
耗 度 等 の 点 か ら ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル を 含 む 材 料 で 形 成 さ れ た も の が 好 ま し く 、 ポ リ ビ ニ
ル ア セ タ ー ル 製 の 弾 性 砥 石 と し て は 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 樹 脂 と 、 該 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ
ー ル 樹 脂 以 外 の 熱 硬 化 性 樹 脂 と を 併 用 し て 形 成 さ れ た も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 場 合 、 そ の 割 合 は 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 樹 脂 １ ０ ～ ３ ５ 質 量 部 、 そ の 他 の 熱 硬 化
性 樹 脂 ５ ～ ２ ０ 質 量 部 と す る こ と が 好 ま し い 。 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 樹 脂 が 少 な す ぎ る と
、 多 孔 質 部 分 が 少 な く な り 、 弾 性 が 失 わ れ 、 砥 石 硬 度 が 高 く な る お そ れ が あ り 、 そ の 他 の
熱 硬 化 性 樹 脂 が 少 な す ぎ る と 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 樹 脂 の 多 孔 質 部 分 と 微 細 砥 粒 と の 結
合 力 が 悪 く な り 、 砥 石 の 硬 度 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 製 弾 性 砥 石 は 、 多 数 の 微 小 気 孔 を 有 す る 多 孔 性
の も の が 好 ま し い が 、 こ れ を 多 孔 性 に す る 手 段 と し て は 、 ポ リ ビ ニ ル ア セ タ ー ル 樹 脂 生 成
過 程 に お い て 、 事 前 に 気 孔 生 成 剤 と し て コ ー ン ス タ ー チ 等 の 気 孔 生 成 剤 を 添 加 し 、 ア セ タ
ー ル 化 反 応 後 、 コ ー ン ス タ ー チ 等 の 気 孔 生 成 剤 を 水 で 洗 い 流 し 出 す こ と に よ り 、 コ ー ン ス
タ ー チ 等 の 気 孔 生 成 剤 が 反 応 中 存 在 し て い た 部 分 を 気 孔 と し て 砥 石 内 に 生 成 さ せ る 方 法 等
が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ポ リ ウ レ タ ン 製 砥 石 も 好 適 に 使 用 で き る 。 こ の ポ リ ウ レ タ ン 製 砥 石 と し て は 、 ポ
リ エ ー テ ル 系 及 び ／ 又 は ポ リ エ ス テ ル 系 ポ リ オ ー ル と 有 機 イ ソ シ ア ネ ー ト と を 反 応 さ せ て
得 ら れ た ポ リ ウ レ タ ン か ら な る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 ポ リ オ ー ル 成 分 と し て は 、
ポ リ エ ー テ ル ポ リ オ ー ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ プ ロ ピ レ
ン グ リ コ ー ル 、 ト リ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 等 が 用 い ら れ 、 有 機 イ ソ シ ア ネ ー ト と し て は 、
４ ， ４ ’ － ジ フ ェ ニ ル メ タ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 ト リ レ ン － ２ ， ４ － ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 等
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の ポ リ ウ レ タ ン 製 砥 石 も 多 孔 性 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 多 孔 性 に す る 手 段 と し て は
、 水 等 の 公 知 の 発 泡 剤 を 加 え る 方 法 、 反 応 硬 化 時 に 撹 拌 に よ っ て 空 気 を 巻 き 込 む 方 法 等 が
挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 多 孔 性 砥 石 は 連 通 気 泡 構 造 で も 独 立 気 泡 構 造 で も よ い が 、 気 孔 径 ３ ０ ～ １ ５ ０ μ
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ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 に は 、 微 細 砥 粒 を 配 合 さ せ る こ と が 好 ま し く 、 こ の 場 合 、 そ の
配 合 量 は 砥 石 全 体 の ２ ０ ～ ６ ０ 質 量 ％ 、 特 に ３ ０ ～ ５ ０ 質 量 ％ と す る こ と が 好 ま し い 。 微
細 砥 粒 と し て は 、 平 均 粒 径 が １ ～ ５ μ ｍ 程 度 の 微 粒 の も の が 好 ま し く 、 材 質 と し て は ア ル
ミ ナ 、 酸 化 ク ロ ム 、 酸 化 セ リ ウ ム 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム 及 び ジ ル コ ン サ ン ド 等 を 単 独 で 又 は
２ 種 以 上 を 混 合 し て 用 い る こ と が で き る が 、 特 に 、 本 発 明 に 従 っ て 定 盤 の 表 面 調 整 を 行 っ
た 後 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 際 に 使 用 す る 遊 離 砥 粒 と 材 質 、 粒 度 が 同 一 の も の を 使 用 す る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 砥 粒 を 配 合 し て 砥 石 に 砥 粒 を 分 散 、 固 定 す る こ と に よ り 表 面 調 整 を 効 率 よ
く 行 う こ と が で き 、 ま た こ の 場 合 、 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 加 工 に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 を
分 散 、 固 定 す れ ば 、 こ の 砥 石 を 用 い て 定 盤 の 表 面 調 整 を 行 っ た 場 合 、 表 面 調 整 後 に 万 一 こ
の 砥 石 か ら の 砥 粒 が 脱 落 し て 定 盤 表 面 に 残 存 し て い た と し て も 、 こ れ は 研 磨 ワ ー ク の 研 磨
に 用 い る 遊 離 砥 粒 と 同 じ 砥 粒 で あ る か ら 、 残 存 砥 粒 に よ っ て ワ ー ク に 引 っ か き 傷 を つ け る
等 の 不 都 合 は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に お い て 、 上 記 合 成 樹 脂 製 弾 性 砥 石 は 、 そ の ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 （ Ｈ Ｒ Ｓ ） が － ５
０ ～ － １ ２ ０ 、 特 に － ７ ０ ～ － １ ０ ０ の も の を 使 用 す る も の で 、 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 が 低 す
ぎ る と 、 研 磨 に よ る 砥 石 消 耗 量 が 増 大 し 、 経 済 的 で な く な っ て し ま う 。 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度
が 高 す ぎ る と 、 弾 性 砥 石 特 有 の ス プ リ ン グ 効 果 が 失 わ れ て 、 均 一 に 定 盤 の 表 面 を 調 整 す る
こ と が で き な く な っ て し ま う 。 こ の 場 合 、 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 は 、 ス ケ ー ル と し て 圧 子 直 径
１ ／ ２ イ ン チ 鋼 球 を 用 い て 試 験 荷 重 １ ０ ０ ｋ ｇ で の Ｈ Ｒ Ｓ 数 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 弾 性 砥 石 は 、 上 述 し た よ う に 、 多 数 の 微 小 気 孔 （ セ ル ） を 有 す る 多 孔 性 砥 石
が 好 ま し い が 、 こ の 場 合 、 微 小 気 孔 （ セ ル ） の 大 き さ ［ セ ル 径 （ 気 孔 径 ） ］ は ３ ０ ～ １ ５
０ μ ｍ 、 特 に ４ ０ ～ １ ０ ０ μ ｍ が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 気 孔 径 ３ ０ μ ｍ 未 満 で は 弾 性 砥 石
と し て の 弾 性 が 小 さ く な り 、 ス プ リ ン グ 効 果 が 失 わ れ る 。 ま た 、 気 孔 径 １ ５ ０ μ ｍ を 超 え
る と ス プ リ ン グ 効 果 を 得 や す い が 、 砥 石 組 織 が 粗 と な り 、 砥 石 消 耗 量 が 増 大 し 、 経 済 的 で
な く な っ て し ま う 。 上 記 弾 性 砥 石 は 、 嵩 密 度 が ０ ． ２ ～ ０ ． ７ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る こ と が 好
ま し く 、 ０ ． ３ ～ ０ ． ５ ｇ ／ ｃ ｍ 3 の も の が よ り 好 ま し い 。 嵩 密 度 が 低 す ぎ る と 、 砥 石 組
織 が 粗 と な り 、 砥 石 全 体 が 脆 く 、 研 磨 中 に 砥 石 が 破 壊 し て し ま う 。 嵩 密 度 が 高 す ぎ る と 、
砥 石 組 織 が 過 密 状 態 と な り 、 弾 性 に よ る ス プ リ ン グ 効 果 が 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 に 係 る 砥 石 の 形 状 は 、 特 に 制 限 は な く 、 円 形 状 、 四 角 ， 六 角 ， 八 角 等 の 正
多 角 形 状 な ど 、 種 々 の 平 面 形 状 に 形 成 で き 、 そ の 厚 さ は １ ０ ～ ７ ５ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の 研 磨 パ ッ ド 表 面 調 整 用 砥 石 は 、 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る 前 の 新 し い 研 磨
パ ッ ド の 表 面 調 整 に 使 用 す る こ と も で き る が 、 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 に 使 用 し 、 表 面 が 荒 れ 、
劣 化 し た 研 磨 パ ッ ド 、 特 に こ の よ う な 研 磨 ワ ー ク に 使 用 し て 表 面 が 荒 れ た 研 磨 パ ッ ド を ド
レ ッ シ ン グ 、 と り わ け ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー に て ド レ ッ シ ン グ し た 後 の 研 磨 パ ッ ド の 表
面 を 調 整 す る の に 有 効 に 使 用 し 得 、 本 発 明 の 砥 石 に て 表 面 調 整 さ れ た 研 磨 パ ッ ド は 、 そ の
後 に 更 な る コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ を 行 う 必 要 な く 、 そ の ま ま 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 に 使 用 し 得 る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 場 合 、 本 発 明 の 砥 石 を 用 い て 研 磨 パ ッ ド を 表 面 調 整 す る 方 法 と し て は 、 本 発 明 の 砥
石 を 保 持 し 得 る 保 持 用 孔 部 を 有 す る 調 整 用 キ ャ リ ア ー を 用 意 し 、 こ の 保 持 用 孔 部 に 本 発 明
の 砥 石 を 嵌 挿 、 保 持 さ せ る 。 な お 、 キ ャ リ ア ー と し て は 、 本 発 明 の 砥 石 の 平 面 形 状 が 研 磨
ワ ー ク の 平 面 形 状 と 同 じ で あ る 場 合 は 、 こ の 研 磨 ワ ー ク の 保 持 用 孔 部 を 有 す る 研 磨 ワ ー ク
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用 キ ャ リ ア ー を そ の ま ま 調 整 用 キ ャ リ ア ー と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 砥 石 が 研
磨 ワ ー ク と 異 な る 形 状 の 場 合 、 該 砥 石 平 面 形 状 と 同 じ 平 面 形 状 の 保 持 用 孔 を 有 す る 調 整 用
キ ャ リ ア ー を 準 備 し 、 こ の 保 持 用 孔 に 砥 石 を 嵌 挿 す る 。 な お 、 調 整 用 キ ャ リ ア ー は 、 上 記
研 磨 ワ ー ク を 保 持 す る キ ャ リ ア ー と 同 一 材 質 で あ る か 、 定 盤 と 同 一 材 質 で あ る こ と が 異 種
材 質 の 混 入 を 防 止 で き る の で 望 ま し い 。 こ こ で 、 こ れ ら キ ャ リ ア ー は 、 通 常 鉄 、 鋳 鉄 、 エ
ポ キ シ 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 に て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 研 磨 定 盤 上 に 表 面 調 整 す べ き 研 磨 パ ッ ド を 取 り 付 け 、 こ の 研 磨 パ ッ ド 上 に 前 記 キ
ャ リ ア ー を そ の 孔 部 に 保 持 さ れ た 砥 石 が 研 磨 パ ッ ド と 当 接 す る よ う に 配 設 し 、 前 記 定 盤 を
回 転 さ せ 、 こ れ と 一 体 に 研 磨 パ ッ ド を 回 転 さ せ る と 共 に 、 前 記 キ ャ リ ア ー を 回 転 さ せ 、 研
磨 パ ッ ド を 砥 石 に よ り 研 磨 す る 。 こ の 際 、 研 磨 は 前 記 研 磨 パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 を 供 給 し て 行
う 。 砥 粒 と し て は 、 前 記 し た も の が 挙 げ ら れ る が 、 そ の 後 に 行 う 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 に 用 い
る 遊 離 砥 粒 と 同 一 の 砥 粒 を 使 用 す る こ と が 、 た と え 上 記 弾 性 砥 石 に よ る パ ッ ド の 研 磨 処 理
後 に パ ッ ド に 遊 離 砥 粒 が 残 っ た と し て も 、 そ の 後 の 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 に 支 障 が 生 じ な い た
め 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 の 表 面 調 整 は 、 上 下 の 定 盤 を 有 す る 研 磨 装 置 に お い て 、 そ れ ぞ れ 上 下 の 定 盤
に 処 理 す べ き 研 磨 パ ッ ド を 取 り 付 け る と 共 に 、 こ れ ら 研 磨 パ ッ ド 間 に 前 記 調 整 用 キ ャ リ ア
ー を そ の 孔 部 に 保 持 さ せ た 弾 性 砥 石 が 上 下 両 パ ッ ド に 当 接 す る よ う に 介 装 さ せ 、 上 下 の 両
研 磨 パ ッ ド を 同 時 に 処 理 す る こ と も で き る が 、 一 方 の 研 磨 パ ッ ド の み を 処 理 す る よ う に し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 表 面 調 整 の 条 件 、 例 え ば 定 盤 や キ ャ リ ア ー の 回 転 数 な ど は 実 際 に 研 磨 パ ッ ド
で 研 磨 ワ ー ク を 研 磨 す る と き と 同 様 の 条 件 を 採 用 す る こ と が で き る 。 な お 、 表 面 調 整 時 間
は 適 宜 選 定 さ れ る が 、 通 常 ３ ０ ～ ６ ０ 分 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 研 磨 ワ ー ク に 使 用 し た 後 の 研 磨 パ ッ ド を 本 発 明 の 砥 石 に よ り 処 理 す る 前 に 、 予 め ダ
イ モ ン ド ド レ ッ サ ー 等 を 用 い て ド レ ッ シ ン グ す る こ と が 、 研 磨 で 表 面 荒 ら し た 研 磨 パ ッ ド
を 平 坦 化 す る 点 か ら 好 ま し い が 、 こ の ド レ ッ シ ン グ に よ り 研 磨 パ ッ ド に は 毛 羽 立 ち が 生 じ
る 。 本 発 明 の 研 磨 パ ッ ド は 、 こ の 毛 羽 立 ち を 除 去 し 、 よ り 良 好 な 平 坦 化 表 面 状 態 を 形 成 し
、 本 発 明 の 研 磨 パ ッ ド に よ る 処 理 後 は 、 必 要 に よ り パ ッ ド を ブ ラ ッ シ ン グ し 、 水 洗 し た 後
、 直 ち に 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 に 再 使 用 し 得 る も の で あ る 。 な お 、 上 記 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ
ー 等 に よ る 研 磨 パ ッ ド の ド レ ッ シ ン グ は 、 公 知 の 方 法 、 条 件 で 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 実 施 例 及 び 比 較 例 を 示 し 、 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 の 実 施 例
に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 ［ 実 施 例 、 比 較 例 ］
　 研 磨 ワ ー ク と し て 石 英 ガ ラ ス を 研 磨 処 理 し て 表 面 が 劣 化 し た 下 記 ポ リ ウ レ タ ン 製 研 磨 パ
ッ ド （ ロ デ ー ル 社 製 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム ） を ＃ ４ ０ ０ ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー （ ノ
リ タ ケ 社 製 ） を 用 い て 水 を か け な が ら ド レ ッ シ ン グ し た 。
　 次 い で 、 研 磨 装 置 と し て 不 二 越 機 械 社 製 ６ Ｂ 両 面 研 磨 機 を 用 い 、 上 下 の 定 盤 （ サ イ ズ ：
４ ７ ０ ｍ ｍ φ ） に そ れ ぞ れ 上 記 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ シ ン グ し た 研 磨 パ ッ ド を 両 面 粘 着 テ ー
プ を 用 い て 取 り 付 け た 。
　 一 方 、 弾 性 砥 石 と し て 、 下 記 ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 砥 石 （ ロ デ ー ル 社 製 酸 化 セ リ ウ ム 入 り ポ
リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム ） を 準 備 し た 。 こ の 場 合 、 こ の 弾 性 砥 石 に は 、 研 磨 砥 粒 と し て 平 均 粒
径 １ μ ｍ の 酸 化 セ リ ウ ム を ４ ０ ｗ ｔ ％ の 割 合 で 分 散 、 固 定 し た 。 こ の 砥 石 の 平 面 形 状 と 同
じ 形 状 の 孔 部 を 有 す る 調 整 用 キ ャ リ ア ー の 該 孔 部 に 上 記 砥 石 を 嵌 挿 し 、 こ の 調 整 用 キ ャ リ
ア ー を 上 記 上 下 の 定 盤 に 取 り 付 け ら れ た 研 磨 パ ッ ド 間 に 介 装 、 配 設 し 、 遊 離 研 磨 砥 粒 と し
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て 平 均 粒 径 １ μ ｍ の 酸 化 セ リ ウ ム を 研 磨 パ ッ ド に 供 給 し な が ら 下 記 条 件 で 研 磨 パ ッ ド の 研
磨 （ 表 面 調 整 ） を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
研 磨 パ ッ ド
　 　 　 形 状 ・ サ イ ズ ： ４ ７ ０ ｍ ｍ φ
　 　 　 　 　 　 　 材 質 ： 軟 質 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム
　 セ ル 径 （ 気 孔 径 ） ： １ ０ ０ μ ｍ
　 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 ： － ９ ０
　 　 　 　 　 　 嵩 密 度 ： ０ ． ４ ５ ｇ ／ ｃ ｍ 3

弾 性 砥 石
　 　 　 形 状 ・ サ イ ズ ： 外 径 １ ２ ０ ｍ ｍ φ × 内 径 ５ ０ ｍ ｍ φ × 厚 さ ２ ０ ｍ ｍ
　 　 　 　 　 　 　 材 質 ： 酸 化 セ リ ウ ム 入 り ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム
　 セ ル 径 （ 気 孔 径 ） ： ５ ０ μ ｍ
　 ロ ッ ク ウ ェ ル 硬 度 ： － ９ ０
　 　 　 　 　 　 嵩 密 度 ： ０ ． ４ ５ ｇ ／ ｃ ｍ 3

研 磨 （ 表 面 調 整 ） 条 件
　 　 　 　 　 研 磨 荷 重 ： １ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ 3

　 　 　 下 定 盤 回 転 数 ： ６ ０ ｒ ｐ ｍ
　 　 　 上 定 盤 回 転 数 ： ２ ０ ｒ ｐ ｍ
　 　 　 遊 離 砥 粒 種 類 ： 酸 化 セ リ ウ ム （ ミ レ ー ク Ｅ Ｓ － １ ）
　 　 　 　 　 砥 粒 濃 度 ： ２ ０ ｗ ｔ ％
　 　 遊 離 砥 粒 供 給 量 ： ５ ０ ０ ｍ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ
　 　 　 　 　 研 磨 時 間 ： ３ ０ ｍ ｉ ｎ
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の よ う に し て 表 面 調 整 を 行 っ た 研 磨 パ ッ ド の 顕 微 鏡 写 真 を 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示
す 。 （ Ａ ） は パ ッ ド 平 面 の 写 真 （ 倍 率 １ ０ ０ 倍 ） で あ り 、 （ Ｂ ） は パ ッ ド 断 面 の 写 真 （ 倍
率 １ ５ ０ 倍 ） で あ る 。 ま た 、 比 較 の た め 、 図 ２ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 上 記 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ
サ ー に て ド レ ッ シ ン グ し た 後 の 研 磨 パ ッ ド の 顕 微 鏡 写 真 を 示 す 。 （ Ａ ） は パ ッ ド 平 面 の 写
真 （ 倍 率 １ ０ ０ 倍 ） 、 （ Ｂ ） は パ ッ ド 断 面 の 写 真 （ 倍 率 １ ５ ０ 倍 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 表 面 調 整 を 行 っ た 研 磨 パ ッ ド を 用 い て 、 研 磨 ワ ー ク の 研 磨 を 下 記 条
件 で 行 っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ワ ー ク ： 石 英 ガ ラ ス
　 　 　 　 　 　 ワ ー ク サ イ ズ ： ７ ６ ｍ ｍ × ７ ６ ｍ ｍ
　 １ バ ッ チ ワ ー ク 使 用 枚 数 ： ６ 枚
　 　 　 　 １ バ ッ チ 研 磨 時 間 ： ６ ０ ｍ ｉ ｎ
　 　 　 　 　 　 　 リ サ イ ク ル ： 有
　 　 　 　 　 　 　 定 盤 サ イ ズ ： ６ Ｂ
　 　 　 　 　 　 上 定 盤 回 転 数 ： ２ ０ ｒ ｐ ｍ
　 　 　 　 　 　 下 定 盤 回 転 数 ： ６ ０ ｒ ｐ ｍ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 加 重 ： １ ０ ０ ｇ ／ ｃ ｍ 2

　 　 　 酸 化 セ リ ウ ム 水 溶 液 ： 濃 度 ２ ０ ｗ ｔ ％
　 　 　 　 　 　 　 　 　 滴 下 量 ： ５ ０ ０ ｍ ｌ ／ ｍ ｉ ｎ
　 　 　 　 　 　 　 　 使 用 砥 粒 ： 酸 化 セ リ ウ ム （ ミ レ ー ク Ｅ Ｓ － １ ）
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 の 研 磨 操 作 に よ っ て ワ ー ク を 研 磨 し た 場 合 の 研 磨 レ ー ト の 結 果 を 図 ３ に 、 ワ ー ク 表
面 粗 度 の 結 果 を 図 ４ に 示 す 。 比 較 の た め 、 ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ シ ン グ を 行 っ た 状 態 の 研 磨
パ ッ ド を 用 い て 同 様 の 研 磨 を 行 っ た 場 合 の 結 果 を 図 ３ 、 図 ４ に 併 記 す る 。 図 ３ ， ４ 中 、 Ａ
は 本 発 明 の 砥 石 で 表 面 調 整 を 行 っ た 研 磨 パ ッ ド を 用 い た 場 合 の 結 果 で あ り 、 Ｂ は ダ イ ヤ モ
ン ド ド レ ッ サ ー で ド レ ッ シ ン グ を 行 っ た 研 磨 パ ッ ド を 用 い た 場 合 の 結 果 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 弾 性 砥 石 を 用 い て 表 面 調 整 を 行 っ た 後 の 研 磨 パ ッ ド の 顕 微 鏡 写 真 を 示 し
、 （ Ａ ） は パ ッ ド の 平 面 、 （ Ｂ ） は パ ッ ド の 断 面 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 比 較 例 の ダ イ ヤ モ ン ド ド レ ッ サ ー に て ド レ ッ シ ン グ し た 後 の 研 磨 パ ッ ド の 顕 微 鏡
写 真 を 示 し 、 （ Ａ ） は パ ッ ド の 平 面 、 （ Ｂ ） は パ ッ ド の 断 面 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 弾 性 砥 石 を 用 い て 表 面 調 整 を 行 っ た 研 磨 パ ッ ド 、 及 び 比 較 例 の ダ イ ヤ モ
ン ド ド レ ッ サ ー に て ド レ ッ シ ン グ し た 後 の 研 磨 パ ッ ド を 用 い て 石 英 ガ ラ ス の 研 磨 を 行 っ た
場 合 の 研 磨 レ ー ト の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 同 ワ ー ク 表 面 粗 度 の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(11) JP 2007-196345 A 2007.8.9



フロントページの続き

(72)発明者  風間　賢一
            東京都千代田区神田鍛治町３丁目５－２番地　信濃電気製錬株式会社内
(72)発明者  恒谷　歩
            東京都千代田区神田鍛治町３丁目５－２番地　信濃電気製錬株式会社内
(72)発明者  佐藤　俊二
            東京都千代田区神田鍛治町３丁目５－２番地　信濃電気製錬株式会社内
Ｆターム(参考) 3C047 AA12  AA34  EE09  EE18 
　　　　 　　  3C058 AA07  AA09  AA14  AA19  CA01  CB01  CB02  DA02  DA06  DA17 
　　　　 　　  3C063 AA02  AB05  BB01  BB03  BC03  BC09 

(12) JP 2007-196345 A 2007.8.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

